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2004 年から 2009 年まで政府の財政支援により二
度修復される。その外観はかつての洋風ではな
く、明らかに「華人系」の表象となった。直後の 
2010 年からは観光名所リストに加えるようにな
り、観光資源として公的にホイアンの「華人系」
表象の一箇所として認められるに至ったのであ
る。
　結論では、上記の考察を踏まえ、ホイアンの「明
郷」の自画像、及び「明郷」カテゴリーの論理に
関して、総合考察を行った。
　「明郷」カテゴリーは歴史的に変化してきた。
同カテゴリーを実体化する民族的文化的内容を必
ずしも伴わない。従って「明郷」カテゴリーの論
理は、時代の政治的社会的変動に影響されてきた
のである。現在ホイアンで一般的に認められてい
る「明郷」の歴史は、「明郷」とその子孫と自称
している人々の家で保管されてきた家譜で確認し
た歴史的自画像とは必ずしも一致しない。一方、
「明郷」への帰属意識が濃い家系では、ベトナム
語による家譜の翻訳や編纂・再編纂が行われてい
る。他方、家譜に表象されるルーツに対して殆ど
関心を示さない家系もある。明郷会館に集う「明
郷」組織の人々も公的歴史の主体ではない。明郷
会館での諸儀礼という日常実践の分析から明らか
になったのは、固定化された「明郷」の文化が存
在するのではなく、その日常実践の文脈において
繰り返し、再確認されている「明郷」カテゴリー
の実像である。その実像を結ぶことに結果的に貢
献したのが、ホイアンの世界文化遺産登録による
「明郷」という呼称のテキスト化・定式化だった
のである。
